
令和４年度第２回岩手県大規模事業評価専門委員会 

 

現地調査資料 
 

 

■ 日 時   

令和４年７月 21日（木） 13:30～15:05 

 

■ 内 容 

  令和４年度大規模施設整備事業事前評価及び大規模公共事業再評価対象事業 

に係る現地調査 

 

■ 調査開始予定時刻及び調査対象事業 

調査開始時刻 現地調査対象事業 

13：30 紫波警察署庁舎等整備事業（紫波町） 

14：35 岩崎川広域河川改修事業（紫波町、矢巾町） 

 

■ 資料一覧 

資料 No.１ 現地調査行程表 

資料 No.２ 現地調査位置図 

資料 No.３ 計画平面図等 

参考資料 No.１ 令和４年度第１回大規模事業評価専門委員会の審議概要 

参考資料 No.２ 閉伊川総合流域防災事業 進捗状況写真 
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○開催日：令和４年７月21日（木）　
○対象事業
　
　① 紫波警察署庁舎等整備事業（紫波町）
　② 岩崎川広域河川改修事業（紫波町、矢巾町）

○行程
0:05 0:10 0:15

始 12:50
移動時間

着 13:10
移動時間

着 13:30
移動時間

着 14:05

0:15 0:15 0:25

発 12:55 発 13:15 発 13:40 発 14:20

0:30 0:05

移動時間
着 14:35

移動時間
着 15:35

移動時間
着 15:55

0:15 0:30 0:15

発 15:05 発 15:40 終

岩崎川 帰庁

矢巾町 盛岡駅 県庁

現地調査

令和４年度大規模事業評価専門委員会　現地調査行程

県庁 盛岡駅
盛岡市

（東仙北）
紫波町

車庫前

◎時間は現時点での目安であり、交通状況等により変更になる場合があります。

出発 交通機動隊 紫波警察署

現地調査 現地調査

資料№１



 



田野畑村

岩泉町

山田町

宮古市

大槌町

釜石市

住田町

陸前高田市

大船渡市

一戸町

九戸村

軽米町

二戸市

野田村

普代村

洋野町

久慈市

滝沢市

紫波町

岩手町

葛巻町

雫石町

八幡平市

矢巾町

盛岡市

平泉町

金ケ崎町

西和賀町
遠野市

一関市

奥州市

北上市

花巻市
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令和４年度第２回大規模事業評価専門委員会 現地調査 位置図  

資料 No.２ 

【紫波町】（事前評価）  

紫波警察署庁舎等整備事業  

【紫波町、矢巾町】（再評価）  

岩崎川広域河川改修事業  



 



紫波警察署庁舎等整備事業

紫波警察署等庁舎位置図

交通網

主な河川

施設名：交通機動隊本隊
所在地：盛岡市東仙北一丁目12番18号
敷地面積：1,884.85㎡
延床面積：庁舎 416.66㎡

車庫 72.00㎡
倉庫 16.15㎡

交通機動隊を移転・合築整備

交通機動隊
紫波警察署

施設名：紫波警察署
所在地：紫波町桜町字大坪51番地２
敷地面積：5,728.94㎡(宿舎含む)
延床面積：庁舎 1,196.98㎡

車庫 182.00㎡
倉庫 23.18㎡

※ 庁舎面積には分庁舎・ポンプ室を含む

資料Ｎo.３
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紫波警察署庁舎等整備事業

紫波警察署等庁舎配置図

消防署跡地

車庫

署長公舎

新庁舎
交通機動隊訓練スペース

（オンロード）

消防署跡地購入

交通機動隊訓練スペース
（オフロード）

紫波警察署車庫・証拠品センター交通機動隊車庫

桜町宿舎

庁舎

分庁舎

○ 基本構想

・ 現庁舎を使用しながらの現地建替
・ 消防署跡地購入及び同一敷地内宿舎・公舎解体により建築面積を
確保

・ 交通機動隊本隊を合築整備(敷地内に訓練スペースを整備)
・ 警察署車庫2階に証拠品センター(※)を整備

※ 証拠品センター
刑事司法制度改正に伴う公訴時効撤廃等により長期保管を要

する証拠品を保管管理するもの。

２



大規模事業再評価（第２回専門委員会）

岩崎川広域河川改修事業

令和４年7月21日

岩手県県土整備部河川課
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岩崎川広域河川改修事業

矢巾東小学校

岩手県
消防学校
岩手県
消防学校

不来方高校不来方高校

産業技術短大産業技術短大

古館小学校古館小学校

太田川 L=1,600m

岩崎川 L=7,940m（改修済）

全体計画 L=11,940m

県道矢幅停車場線

岩手医科大学総合移転事業

矢幅駅東地区土地区画整理事業

矢幅駅前地区土地区画整理事業

矢幅駅西地区土地区画整理事業

県道不動盛岡線

凡 例

R3まで実施済
R4以降実施

関連事業(完了)

浸水範囲（H25）

徳田小学校徳田小学校

煙山小学校煙山小学校

徳田第一地区
ほ場整備事業

・岩手県立療育センター整備事業

・岩手県立盛岡となん支援学校（仮称）整備事業

芋沢川

L=2,400m

矢巾東小学校

下矢次地区

経営体育成

基盤整備事業

2

五内川橋

現地調査箇所

下海老沼橋

平面図



岩崎川広域河川改修事業

流量配分図

改修断面

太田川

現況河道
（約110m3/S）

計画河道
（約310m3/S）

計画河道
（約150m3/S）

計画河道
（約45m3/S）

現況河道
（約20m3/S）

現況河道
（約20m3/S）

19.73.0 3.0

10.83.0 3.0 3.0 3.032.1

岩崎川 芋沢川 太田川

4
0
0
0

1:
0.
5

1:0.5

H.W.L

3.0 3.029.6

現況河道
(約110m3/s)

計画河道
(約310m3/s) 3



岩崎川広域河川改修事業

平成25年８月９日洪水被災状況

4

現地調査箇所

▼下海老沼橋

現地調査箇所

下海老沼橋▶
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岩崎川広域河川改修事業

下海老沼橋

下海老沼橋

下海老沼橋周辺浸水状況下海老沼橋周辺浸水状況

平成25年８月９日洪水被災状況
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令和４年度第１回大規模事業評価専門委員会の審議概要 

 
１ 紫波警察署庁舎等整備事業（紫波町）【事前評価】 

質疑等の概要 

専門委員からの質疑等 事業担当課等の対応（回答） 

①  証拠品センターは、どのような仕事をする

ところで、どこに所属するものか。 

（警察本部） 

平成 22 年４月の法改正で、殺人など人の

命を奪って死亡させた罪の公訴時効が撤廃

されたことに伴い、各警察署で保管できなく

なった未解決事件の証拠品を適切に保管す

るところ。 

証拠品は各警察署の所管だが、証拠品セン

ターにおいて警察本部として保管するもの。 

②  これから基本設計・詳細設計するにあた

り、トイレなど、多様性に配慮した設計を条

件として考えて欲しい。 

 また、工法は鉄筋コンクリートということ

だが、例えば県産木材を使うなど、トータル

で見てＣＯ２削減にも配慮した設計も検討し

て欲しい。 

（警察本部） 

トイレについては、男性用、女性用のほか

に「みんなのトイレ」ということで、ハンデ

ィキャップがある方、車椅子の方、オストメ

イト使用の方など誰でも使用できますとい

う表示で整備する。 

ＣＯ２削減の取組につきましては、なるべ

く木材利用や植樹をすることでカーボンニ

ュートラルに配慮していきたい 

③  紫波町では、オガールや役場、その周辺の

住宅地で、地域で熱供給や木材の多様な活用

など、環境に配慮した県内でも先進的な取組

をしているので、地域の特性を計画に取り入

れていただけるとよい。 

（警察本部） 

 紫波町に建てるに当たって、オガールなど

を参考にしたいところだが、そこまで木材を

使えるかはコスト面で厳しいと思われる。 

 県警察としては100年もつような建物にし

たいので、躯体構造は鉄筋コンクリートで、

外観の方に木材を使って木の温かみを出し

たい。 

④  現在の交通機動隊の敷地売却による収入

財源を見込んでいるようだが、現時点で具体

的に目途があるのか。 

（警察本部） 

 まずは県や地元市町村に対して利活用の

照会を行い、利活用の予定があればお譲りす

ることもある。民間に対してはその照会の

後、一般競争入札で売却を行うこととなる。

先の話だが、不動産鑑定を行い、適正な時価

で売却したい。 

参考資料№１ 
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２ 岩崎川広域河川改修事業（紫波町、矢巾町）【再評価】 

質疑等の概要 

専門委員からの質疑等 事業担当課等の対応（回答） 

①  住民避難行動を促すため、想定しうる最大

規模の洪水浸水想定区域図を令和４年３月

22 日に公表したとあるが、目標は 30 分の１

で進められていて、この最大規模とは何分の

１のことか。 

（河川課） 

 治水の目標は 30 年に１回の洪水だが、避

難等については、目安として 1,000 分の１を

超える規模に設定している。 

②  事業期間が延長となった大きな理由とし

て、県内の他の洪水対策のために予算を配慮

する必要があるということだが、この事業の

速度を一旦落としてでも他の事業を真っ先

にやらなければならないということを、県民

に対して説明する文言を付け加えた方が良

いのではないか。 

（河川課） 

第２回以降の委員会で説明する。 

③  今回事業期間がかなり延びるが、その間に

も動植物の希少なものは変化していくと思

われるが、期間が延びたことによって自然環

境の調査が追加されることはあるのか。 

（河川課） 

 調査がかなり前のものになるので、詳細設

計が終わり、改修範囲が分かった段階で、も

う一度環境調査を実施したい。 

④  代替案立案の可能性について、経済比較等

を行い、「河川改修による治水対策が妥当と

判断」とあるが、もう少し説明があった方が

よい。コスト比較などの資料はあるか。 

（河川課） 

 第２回以降の委員会で説明する。 

 

３ 閉伊川総合流域防災事業（宮古市）【再評価】 

質疑等の概要 

専門委員からの質疑等 事業担当課等の対応（回答） 

① 前回評価時から今回評価時のＢ／Ｃがか

なり小さくなった理由について、土木施設の

被害額が減少となったほか、一般資産が減少

したということだが、住宅や会社などが減っ

たということか。 

（河川課） 

一般資産の減少とはそういうことである。

たしかに減少しているが、１％以内であまり

影響がないレベルである。 

② Ｂ／Ｃについて、岩崎川の方は、一般資

産の増加とマニュアル改訂の単価減によ

る相殺となっており、マニュアル改訂の影

響を閉伊川と比較できるように整理して

欲しい。 

（河川課） 

第２回以降の委員会で説明する。 

③ 県の流域治水モデルの中で、閉伊川もモ

デル事業にあったと思うので、調書でも触

れられた方がよいと思う。 

（河川課） 

 今後作成するときには意識したい。 

 

 



大規模事業再評価（第２回専門委員会）

閉伊川総合流域防災事業

令和４年7月21日

岩手県県土整備部河川課
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参考資料№２



閉伊川総合流域防災事業 事業進捗状況（近内川） 完了工区
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【R2.10.21撮影】

【R2.10.21撮影】

【R４.６.３０撮影】

【R４.６.３０撮影】



閉伊川総合流域防災事業 事業進捗状況（山口川）未実施工区
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【山口橋 R４.４.７撮影】 【一字橋 R４.４.７撮影】

【一石橋 R４.４.７撮影】 【JR橋 R４.４.７撮影】


